
大洗町議会では‥廃止の議員が多数

存続のために知恵をしぼるのが
町議会の役割ではないでしょうか？

大洗町議会の特別委員会では、ゆっくら健康館の赤字を
理由に「廃止すべきだ」という議員が多く、９月議会で
「町は委員会の意見を尊重すべき」との報告書を出しま
した。しかしまだ廃止が決まったわけではありません。

日本共産党の現職町議は

「ゆっくら健康館は廃止しないで！」「ゆっくら健康館は廃止しないで！」

「ゆっくら健康館」
の存続を求めます

「あったかい温泉が楽しみ‥」
「水中ウォーキングを続けたい！」

「高齢者の楽しみの場がなくなっちゃう」
「子ども達のプール授業どうなるの？」
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たくさん
の声が

寄せられ
ています

問　ゆっくら健康館の今後の在り方についてどのような考えか。
①廃止に向けて検討を進めるべき
②継続に向けて検討を進めるべき
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（議員のアンケート結果／ゆっくら健康館運営調査特別委員会報告書より）

日本共産党の現職町議は「ゆっくら健康館は元々あった
老人福祉センターを建て替えたもので、町民の貴重な憩
いの場だ。温泉が楽しみという町民も多い。子ども達の
プール授業に使われている。赤字だから廃止という結論
を出すのではなく、来館者を増やすアイデアなど、どう
やって存続していくか知恵をしぼるのが町議会の役割だ」
と訴えています。みんなで憩いの場を守りましょう。


